
▲全体の様子

▲話し合いの様子▲投票の様子

地域のみんなの“あったらいいな”
～高宮校区福祉座談会～

　高宮校区では、地域で活動する各種団体から「活動者の人数が不足している」「活動者の高齢化
が進んでいる」「公民館以外で集まれる場所があったらいい」といった声が挙がっていました。
　こうした声をカタチにするため、高宮校区社協は事業所ネットワーク(※)「いこっかネット」と協力
し、福祉座談会を令和7年8月30日に開催しました。
　最初に中央区社協より高宮校区の状況を説明した後、「いこっかネット」の参加事業所の紹介を
行ないました。
　続いて、「高宮校区にあったらいいなと思うこと」について意見を出し合いました。各グループか
ら出たアイデアの中から、特にいいなと思ったものに参加者が投票した結果、地域住民向けの研
修会や各町内での集いの場、生活支援ボランティアグループなどに多くの票が集まりました。
　次に、ふれあいサロンや子ども食堂などの「集いの場が実施できるスペース」について地図を見
ながら情報を出し合いました。その結果、マンションのスペースや公園、福祉施設など約20カ所の
集いの場に関する情報が集まりました。
　地域の皆さんが集まったことで、たくさんのアイデアが出され、参加者からは、「普段思っていて
も話す機会がなかったので、良い機会になった」「地域の福祉施設の方と話すことができて良かっ
た」などの感想が寄せられました。
　高宮校区では、「あったらいいな」の実現を目指して、これからも地域全体で取り組んでいきます。

（※）事業所ネットワーク
　医療・介護・障がいなどの事業所が連携し、
地域支援を行なう自主的ネットワーク

福岡市社会福祉協議会
マスコットキャラクター

ここっと

社会福祉法人福岡市社会福祉協議会
中央区社協事務所（中央区社会福祉協議会）
福岡市中央区大名2-5-31　中央区役所１階
TEL：092-737-6280  FAX：092-737-6285
Eメール：chuouku@fukuoka-shakyo.or.jp

中央区版

★中央区役所 1F

赤坂駅

昭和通り

赤坂駅 明治通り
大名 2丁目バス停

NO.社協だより●●● ●●●

ふくしのまち
NO.

138
2026年・冬号

福 岡



この広報紙は共同募金配分金及び賛助会費を主な財源として作成しております。

賛助会員へのご加入ありがとうございました

南当仁校区

小笹校区

▲子どもと学生が一緒にごはん
　を食べます

▲メニューや協力企業
　を載せた看板を出し
　ています

◀南当仁校区の
　キャラクター「みなっち」

▲ミャンマーの民族踊りを披露してくれました

▲お好み焼き作りで交流しました　

みなっち食堂～「ふるさと南当仁」を目指して～

お互いの文化を学ぼう
～地域の子どもたちと外国人介護職員の交流会～

　令和７年10月～令和７年12月に
ご加入いただいた方々です。（敬称略）
　中央区で実施する事業に大切に
使わせていただきます。

～中央区社協が進める地域福祉活動に
ご賛同いただいた皆様～
【大名地区】
大名1丁目5・6区町内会
仲野　喜代子

【舞鶴地区】
橋本　暁子

個人 一口　500円
法人・団体 一口 10,000円

　みなっち食堂は、南当仁校区のボランティアで構成された「みなっ
ち食堂実行委員会」が、地元企業や学生ボランティアの協力を得て
運営している子ども食堂です。
　季節の食材を活用した体に優しい食事を提供することや、子ども
たちと学生ボランティア、地域の方々との交流を大切にしています。
また、会場の飾りつけや、子どもたちに食べたいメニューのアンケー
トを取るなど、楽しみながら参加できる工夫をしています。
　食堂を通じて、南当仁小学校の子どもたちに「ふるさと」と呼べる
ような楽しい思い出を作ってもらいたいという想いで活動していま
す。

運営：主催 みなっち食堂実行委員会
　　　共催 南当仁公民館
場所：南当仁公民館
日時：毎月第４日曜日　11時～14時
対象：南当仁小学校の生徒（要申込・先着順）

　近年、コンビニや介護施設など各業界で外国人
人材の受け入れが進み、地域社会においても外国
人との接点が増加傾向にあります。
　小笹校区では、令和7年8月23日に、小笹校区内
の介護事業所「特別養護老人ホームおざさ・小規模
多機能型居宅介護いこいの郷おざさ」と小笹公民
館のコラボ企画として、施設勤務の外国人介護職
員と夏休み中の地域の子どもたちとの文化交流を
行ないました。
　交流会では、お好み焼きづくり・日本舞踊披露・
すいか割り・種飛ばし・ミャンマーの民族踊りを行な
いました。外国人介護職員の方は初めてのお好み
焼きづくりに戸惑いつつも、子どもたちが具材につ
いて教えたり、夏の風物詩のすいか割りを一緒に
行なったりと、楽しく交流をしました。
　お互いの文化を知ることで、相互理解が深まる
と改めて感じられました。今後も中央区社協では、
多文化共生活動を応援していきます。
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